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▲信れた（？）手つきで奮闘中です（二村清子住民課）

がスーパーで研修－
3年度新規採用職員の研修を行いました。

案で「民間企業の厳しさと礼儀正しさ」を

協同物産株式会社と株式会社丸和の両社の

官公庁としては異例の民間企業での研修か

った4人は当初、初めての経験に戸惑いざ

にはすっかり職場にとけこみ笑顔で仕事に
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－ィンクにも熱が入ります 

▲売り込みのうまさに思わずもうー佃（牛革英雄税務課） 
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役
場
職
員
の
人
事
異
動

四
月
五
日
付
で
次
の
と
お
り
職
員
の

人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

（
　
）
内
は
旧
所
属

●
企
画
課
参
事
・
柴
田
昭
徳
（
学
校
教

育
課
長
）

●
学
校
教
育
課
長
・
稲
田
順
三
（
税
務

課
町
民
税
係
長
）

●
建
設
課
都
市
整
備
係
長
・
古
屋
広
幸

（同係）

●
住
民
課
住
民
係
長
・
花
生
時
夫
（
建

設
課
都
市
整
備
係
長
）

●
住
民
課
国
保
年
金
係
長
・
園
田
怜
子

（
同
課
住
民
係
長
）

●
税
務
課
町
民
税
係
長
・
大
庭
紀
男
（

同
課
固
定
資
産
税
係
長
）

●
税
務
課
固
定
資
産
議
係
長
・
梶
山
正

孝
（
同
係
）

●
総
務
課
庶
務
係
・
竹
森
利
弘
（
建
設

課
都
市
整
備
係
）

●
総
務
課
管
財
係
・
桝
田
真
由
美
（
同

課
庶
務
係
）

●
企
昏
諜
企
画
田
整
係
・
岩
河
内
孝
寿

（
建
設
課
建
設
一
係
）

●
企
画
課
人
事
係
・
松
井
京
子
（
住
民

課
国
保
年
金
係
）

●
建
設
課
都
市
整
備
係
・
川
原
正
義
（

福
祉
課
福
祉
係
）
・
嶋
崎
摸
吾
（

社
会
教
育
課
体
育
振
興
係
）

●
建
設
課
建
設
一
俵
・
桜
井
潔
（
総
務

課
庶
務
係
）

●
産
業
課
義
政
商
工
係
・
村
田
栄
子
（

議
会
事
務
局
議
会
事
務
係
）

●
福
祉
課
福
祉
係
・
吉
村
曹
司
（
学
校

教
育
課
学
校
教
育
係
）
・
瀬
戸
奈

尾
美
（
新
規
採
用
）

●
住
民
課
住
民
係
・
武
谷
和
子
（
産
業

課
農
政
商
工
係
）

●
住
民
課
国
保
年
金
係
・
二
村
清
子
（

新
規
採
用
）

●
税
務
課
固
定
資
産
税
係
・
岩
本
武
志

（
新
規
採
用
）

●
税
務
課
徴
収
係
・
牛
革
英
雄
（
新
規

採用）

●
収
入
役
窒
会
計
係
・
平
田
多
賀
子
（

住
民
課
住
民
係
）

●
韻
会
事
務
局
犠
会
事
務
係
・
安
増
信

秀
（
社
会
教
育
課
公
民
館
係
）

●
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
・
太
田
清

彦
（
福
祉
課
保
健
衛
生
係
）

●
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係
・
添
田
憲

志
（
総
務
課
管
財
係
）

●
社
会
教
育
課
公
民
館
係
・
川
原
美
智

子
（
収
入
役
室
会
計
係
）

●
退
職
（
3
月
3
1
日
付
）
・
山
下
岩
男

（
学
校
教
育
課
学
校
用
務
員
）

み
ど
り
園
後
援
会
の
結
成
に
つ
い
て

「
働
き
た
い
」
と
い
う
願
い
は
、
ど

ん
な
重
い
障
害
を
も
つ
人
び
と
も
共
通

の
願
い
で
あ
り
「
人
と
し
て
の
尊
厳
に

ふ
さ
わ
し
い
処
遇
を
」
と
い
う
保
護
者

た
ち
の
運
動
が
実
り
昭
和
六
十
年
四
月

に
賭
神
薄
弱
者
適
所
授
産
施
設
「
み
ど

り
園
」
が
社
会
福
祉
法
人
遠
賀
中
間
会

の
経
営
に
よ
っ
て
オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
し

た。

以
来
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
指
導
ご

支
援
に
よ
り
、
回
生
の
皆
さ
ん
は
精
一

ば
い
働
き
人
間
と
し
て
た
く
ま
し
く
豊

か
な
生
活
を
築
く
た
め
、
一
日
も
早
い

自
立
と
、
社
会
復
帰
を
め
ざ
し
頑
張
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
み
ど
り
園
は
開
所
以
来
今

瑞
相
薄
弱
者

適
所
授
産
施
設
と
は

十
八
歳
以
上
の
精
神
薄
弱
者
で
あ
っ

て
、
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な
も
の

入
所
さ
せ
て
、
自
活
に
必
要
な
訓
練
を

行
う
と
と
も
に
、
職
業
を
与
え
て
自
活

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設
。

日
ま
で
定
員
一
杯
で
、
入
園
を
希
望
さ

れ
て
も
そ
の
目
途
が
た
た
ず
、
や
む
な

く
遠
方
の
施
設
や
、
家
庭
待
機
の
状
態

に
あ
り
又
今
後
の
在
宅
者
を
は
じ
め
、

関
係
地
域
の
護
護
学
校
、
小
中
学
校
の

障
害
児
学
級
な
ど
の
、
毎
年
卒
業
さ
れ

る
方
々
は
、
か
な
り
あ
る
や
に
き
い
て

ぉ
。
ま
す
が
、
そ
の
進
路
は
誠
に
厳
し
一

い
も
の
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
不
況
な
ど
に
よ
る
就
職

難
を
考
え
る
と
き
、
定
員
増
と
合
せ
施

設
の
整
備
が
急
務
と
さ
れ
ま
す
。

今
日
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
円
高
不

況
、
財
政
の
見
直
し
な
ど
、
福
祉
分
野

に
お
い
て
も
例
外
な
く
、
厳
し
い
時
代

を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
行
政
を
始
め
、

皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
わ
り
、

こ
れ
が
早
期
実
現
に
努
力
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
び
、
私
た
ち
有
志
が
発
起
人

と
な
り
、
後
援
会
結
成
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
な
に
と
そ
、
実
状
を
ご
賢
察

下
さ
れ
、
趣
旨
に
ご
賛
同
の
上
ご
入
会

下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

な
お
、
会
費
は
次
の
と
お
り
で
す
。

個
人
会
貝

年
一
、
0
0
0
円
（
一
口
）
以
上

団
体
会
貝

年
　
五
、
0
0
0
円
（
一
口
）
以
上

発
超
人

遠
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

片
　
山
　
武
　
司
（
代
表
）

芦
屋
町
民
生
委
員
協
議
会
総
務

吉
　
田
　
金
　
生

水
巻
町
民
生
委
員
協
議
会
則
総
務

黒
　
瀬
　
国
　
薄

田
塩
町
民
生
委
員
協
議
会
副
総
務

木
　
下
　
　
　
強
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若
松
税
務
署
、
各
大
学
就
職
担
当
課

に
用
意
し
て
い
ま
す
。

福
岡
県
婦
人
就
業
媛
助
セ
ン
タ
ー

技

術

講

習

会

◎
秘
書
実
務
、
ワ
ー
プ
ロ

●
期
　
間
　
5
月
3
1
日
～
7
月
1
9
日
の

2
1
日
間
（
火
・
水
・
金
）

1
0
時
～
1
6
時

北
九
州
市
立
東
部
動
労
婦

国
説
専
門
官
募
集

（
大
学
卒
業
程
度
）

国
税
局
で
は
、
国
税
専
門
官
を
募
集

し
ま
す
。
採
用
人
員
は
全
国
で
八
百
人

です。
●
資
　
格
　
昭
和
飾
年
4
月
2
日
～
4
2

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

●
受
　
付
　
5
月
1
3
日
～
5
月
2
0
日

●
一
次
試
験
　
7
月
9
日
・
1
0
円

●
試
験
会
場
　
福
岡
大
学
高
宮
校
舎

（
福
岡
市
南
区
大
桶
）

●
申
込
先
　
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課

〒
8
1
2
福
岡
市
博
多
区
博
多

駅
東
2
－
n
I
I
福
岡

合
同
庁
舎
内

●
詳
細
に
つ
い
て
は
、

福
岡
国
税
局
詣
0
9
2
（
4
1
1
）

0
0
3
1
　
ま
た
は
若
松
税
務
署
㊥

（
7
6
1
）
2
5
3
6
へ

な
お
、
申
込
用
紙
は
福
岡
国
説
局
、

人
セ
ン
タ
ー
（
レ
デ
ィ
ス

も
じ
）
門
司
下
馬
奇
6
番
8
号

●
定
　
員
　
5
0
人

●
受
精
料
∴
無
料
、
但
し
教
材
費
は
受

講
者
負
担

●
受
付
日
　
5
月
9
日
・
1
0
日

◎
販
売
事
務
・
手
描
き
P
o
P

●
期
　
間
　
6
月
1
4
日
～
8
月
3
日
の

2
1
日
間
（
火
・
水
・
金
）

1
0
時
～
1
6
時

北
九
州
勤
労
青
少
年
文
化

セ
ン
タ
ー
（
北
九
州
パ
レ

ス）小
倉
北
区
井
堀
5
丁
目
1

番
3
号

●
定
　
員
　
0
0
人

●
受
講
料
　
無
料
、
但
し
教
材
費
は
受

講
者
負
担

●
受
付
日
　
5
月
1
8
日
・
1
9
日

⑤
申
し
込
み
は
各
講
習
会
と
も
彊
話
で

下
記
の
所
へ
。
而
撲
日
を
指
定
し
面

接
後
選
考
を
行
い
ま
す
。

福
岡
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑

豊
支
所
　
㊨
0
9
4
8
（
2
3
）
4

一
危
険
物
取
扱
霊
験

●
種
　
類
　
乙
種
（
1
～
4
類
）

及
び
丙
種

●
日
　
時
　
7
月
3
日
（
口
）

●
塙
　
所
　
北
九
州
大
学

●
受
　
付
・
遠
賀
郡
消
防
本
部

4
月
銃
口
～
5
月
2
5
日

・
北
九
州
市
消
防
局

5
月
％
日
～
5
月
㌘
日

受
験
願
書
は
遠
賀
郡
消
防
署
予
防
課

に
用
意
し
て
い
ま
す
。

⑤
受
験
準
備
講
習
会

●
日
　
時
　
6
月
柳
日
（
月
）

●
場
　
所
　
中
間
市
動
労
青
少
年
ホ
ー

ム

●
受
　
付
　
遠
賀
郡
消
防
本
部

4
月
然
日
～
6
月
1
8
日

詳
細
に
つ
い
て
は
、

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係
へ

㊨

（

2

9

3

）

1

2

3

1

一
海
技
免
状
更
新
講
習
会

●
5
月
1
8
日

●
5
月
1
9
日

●
6
月
2
日



直選電話を増設しました

●議会事務局

293°123
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料　　内　　持掲時期
参

会　　容　　品新聞　田

無妊塵印母役13　5
料婦前鑑子揚時月
体産　　手保30　2
操後　　帳健分　臼
の　　受室l　（
過　　領　15月
こ　　の　　時）
し　　方　　30

万　　は　　分

●　●　●　●　●　●

内措射場時期
参東
電晶者所同　日

図書室ニュース

荒俣宏著　角川書店

堀秀彦著　人間と歴史社
宮尾富美手書　新潮社

白Iii和子蓄　潮出版

福富太郎著　ごま書房

菅竜一著　ダイヤモンド社

志村嘉一能書　文芸書秋

河原敏明著　講談社

島田雅彦善　新橋書房

桑畑朝子著　海竜社

三浦綾子箸　新潮社

長谷lii忠専曽　境代著林

奇聞那満子普　新日本出版社
にっかつ出版

中村孝善　情報センター

山本保彦善　情報センター

水上勉著　日本放送出版協会

秋岡芳夫著　新潮社

●一般図書
帝都物藷（十）10）

死への彷循

春煩

いのち揮いて

人を立てれl鞄が立つ

父親40歳からの出発

土光敏夫21世紀への遺産

美智子妃

竜の物藷

この食べ方で元気になれる

タあり朝あり

眉占い
希望（上下）

石原裕次蝕写真集
ことも、ぴかっと光る

魚も病気で悲しんでいる

良寛を歩く

食器の買い方選び方

●児童図書
百まいのきもの　　　エリノア・エスティーズ著　岩波書店

すずをならすのはだれ　　　　　安房直子看　PHP研究所
うみからきた子　　　　　　　　神沢利子曽　PHP研究所

英蕃なぞなぞ集　　　　　　　　　　中杓保男普　岩波書店

●　　　　　　　　　　●

新町にお任し＼の方から、たいへんに嬉しいお便りを頂きました。
これからもよい本をたくさん揃え、みなさんに富んで利用して頂け
るよう、図書係一同がんばっていきたいと思います。

＼●
6
月
3
日
　
9
時
～
　
機
関

●
6
月
2
2
日
　
9
時
～
　
航
海
・
通
信

1
3
時
～
　
小
型

●
6
月
2
3
日
　
9
時
～
　
機
関

申
し
込
み
は
各
諦
留
と
も
5
日
前
ま

で
に
、
日
本
船
舶
職
員
養
成
協
会
（
門

司
区
め
か
り
）
　
へ
。
ま
た
会
場
も
同
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。
舘
（
3
3
1
）
0

一
割
引
回
利
別
割
印

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
と
登
山
で
英
彦
山
の

春
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
　
時
　
5
月
1
日
（
土
）

～
8
日
（
日
）

●
場
　
所
　
県
立
英
彦
山
昔
年
の
家

●
対
　
象
　
中
学
生
以
上

●
定
　
員
　
5
0
人

●
費
　
用
　
1
、
6
0
0
円

●
締
　
切
　
5
月
2
日
（
月
）

●
申
込
及
び
聞
合
せ
先

福
岡
県
立
英
彦
山
青
年
の
家

〒
縦
i
O
7
日
川
部
添
田
町
大
字
英
彦
山

3
2
－
1
8㊨

0

9

4

7

（

8

5

）

0

1

0

1

青
い
烏
郵
便
ハ
ガ
手
を

プ
　
レ
ゼ
　
ン
　
ト

逓
信
記
念
日
に
ち
な
ん
で
、
重
度
の

身
体
障
害
者
（
一
・
二
級
）
の
み
な
さ

ん
に
郵
政
省
か
ら
郵
便
ハ
ガ
羊
が
贈
ら

れ
ま
す
。
ご
詩
聖
の
方
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

を
持
っ
て
近
く
の
郵
便
局
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

●
対
　
象
　
昭
和
6
3
年
3
月
針
目
現
在

満
6
歳
以
上
の
人

●
配
布
枚
数
　
1
人
に
つ
き
豹
枚

●
期
　
間
　
5
月
3
1
日
ま
で

一
案
主
の
み
な
さ
ん
へ

昭
和
六
十
一
二
年
度
の
労
働
保
険
の
年

度
更
新
の
手
続
き
は
、
五
月
十
六
日
ま

で
に
お
近
く
の
銀
行
、
郵
便
局
、
ま
た

は
労
働
基
準
監
督
署
で
行
っ
て
く
だ
さ

い。

北
九
州
西
労
働
基
準
監
督
署

八
幡
西
区
岸
の
浦
1
－
5
－
1
0

＄

（

6

2

2

）

－

6

5

5

0

チ
老
年
か
第
位
中
海
涛
笠
l
小
伝
の
雄
牛
し

与
か
1
辞
葱
伸
し
1
遥
板
と
予
科
－
去
年
レ
訪
中

伝
写
L
l
足
並
∩
塩
見
毛
足
漉
し
∴
∵
老
年
す
か

さ
な
い
。
府
庁
叶
f
厄
…
、
放
映
t
鴨
宮
加
平
辞
し

チ
小
生
上
品
七
厘
で
写
，
p
C
鴨
つ
で
“
重
崎
二
〇

回
薯
を
n
i
だ
ふ
言
九
品
竺
㌦
こ
な
忠
言
を
予
審

名
証
管
岩
鼻
二
・
一
時
私
享
有
‡
往
生
密
が

和
己
空
1
4
宅
名
義
b
＜
色
事
i
か
せ
L
屋
号
n

h
J
祈
L
J
盲
一
㌢
風
′
官
懐
こ
†
そ
う
良
が
あ
ー

塙
年
俸
ケ
3
9
が
b
j
↑
1
善
言
を
か
ご
t
Q

も
追
・
食
言
4
時
㌣
l

5
月
m
日
（
火
）

9
時
0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

中
央
公
民
館

生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

体
重
・
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導
、
小
児
ガ
ン

検
査
セ
ッ
ト
配
布

無
料



広報あんが

●　●　●　●

内定対楊

容員急所

●　●

内　禍

害所

諦集
●採用人質1名（男子）　　　　●締め切り　5月6日（金）
●申し込み　履歴書を教育委員会　　●勤務語調17時～21時30分

社会教育課まで持参　　●その他詳細につし＼ては面談にて
ください。郵便での　　　　遠賀町教育委員会社会教育課
受付はいたしません。　　　　　　　　℡（293）1234

●　●

内堀

害所
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中
央
公
民
館
か
ら
の
ご
案
内

高
輪
著
教
室
受
講
生
募
集

遠
賀
町

寿

大

学

講

座

●
期
　
間
　
5
月
銃
口
（
木
）
～

遠
賀
・
中
間
地
区

老
人
大
学
講
座

●
期
　
間
　
5
月
銃
口
（
木
）
～

毎
月
第
2
・
第
4
木
曜
日

（
合
計
1
0
回
）

遠
賀
町
中
央
公
民
館

0
0
賎
以
上
の
人

間
人
教
護
コ
ー
ス
　
（
午
前
）

選
択
コ
ー
ス
　
（
午
後
）

・
書
道
（
紛
人
）

・
園
芸
（
4
0
人
）

・
歌
謡
曲
（
5
0
人
）

・
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
（
0
0
人
）

毎
週
木
曜
日
（
合
計
2
0
回
）

中
間
市
中
央
公
民
館

教
護
コ
ー
ス
　
（
午
前
）

●
締
切
日
　
5
月
1
0
日
（
火
）

●
申
込
先
　
町
中
央
公
民
館
事
務
室

㊥
（
2
9
3
）
1
3
5
5

（
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
さ
れ
て
い
る

万
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
通
し
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
）

●
そ
の
他

過
去
に
受
講
さ
れ
た
方
の
参
加
も
お

受
け
し
ま
す
が
、
初
め
て
の
方
を
優
先

し
ま
す
の
で
、
受
講
希
望
者
が
多
い
場

合
に
は
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

ま
た
、
選
択
コ
ー
ス
で
希
望
が
重
な

る
場
合
に
は
、
コ
ー
ス
の
変
更
を
お
願

い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

選
択
コ
ー
ス
　
（
午
後
）

・
書
道
・
園
芸
・
陶
芸

・
川
柳
・
コ
ー
ラ
ス

・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
∋
ン

●
締
切
日
　
5
月
1
3
日
（
金
）

●
申
込
先
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

遠
賀
・
中
間
地
区

老
人
大
学
院
講
座

●
期
　
間
　
5
月
2
5
日
（
水
）
～

隔
週
水
曜
日
（
合
計
柳
回
）

岡
垣
町
中
央
公
民
館

教
護
コ
ー
ス
　
（
午
前
）

選
択
コ
ー
ス
　
（
午
後
）

・
書
道
・
園
芸
・
陶
芸

・
健
康
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン

●
締
切
日
　
5
月
1
3
日
（
金
）

●
申
込
先
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

③
詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講

座
の
申
し
込
み
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。


